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研究成果の概要（和文）：具体的な作品分析によって、80年代以降の現代フランス語圏文学には以下のようない
くつかの潮流があることが明らかになった。ヌーヴォー・ロマン的な前衛作品からの継承、外国語としてのフラ
ンス語を駆使しながら出身国の歴史や個人史を描くエクソフォニー（母国語の外にでた状態）の作品、歴史をフ
ィクション化することで読み替える新しい歴史小説（アフリカ諸国の作家たちによる世界の勢力図を読み替える
新しいポスト植民地主義文学も含む）、マイノリティの日常を淡々と描く伝記的フィクションあるいはルポルタ
ージュスタイルの作品、など。

研究成果の概要（英文）：Through the analysis of novels and poems, we have demonstrated the following
 several trends in contemporary French-speaking literature since the 1980s : (1) Succession of 
avant-garde movements such as the Nouveau Roman (2) Exophonic writers (those who use French as a 
foreign language) who depict the history of their country of origin or their personal history (3) 
New historical fictions that re-interpret world history (including new post-colonial literature by 
African writers who attempt to redefine the current world power structure) (4) Biographical fictions
 or reportage-style works that depict the daily lives of minorities in a straightforward manner, 
etc.

研究分野： French literature

キーワード： 現代フランス語圏文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「現代文学」は歴史的価値が確定しないため、これまで研究対象として十分に考えられてこなかったが、21世紀
に入り、フランスでは、同時代文学を研究対象にすることで、ますます多様化と複雑化がすすむ現代の社会や世
界のあり方を理解しようとするアカデミックな動きが出てきた。本研究はそうした動きに棹さすもので、とりわ
け日本では80年代以降、包括的な視点から整理されてこなかった現代フランス語圏（フランスのみならず、フラ
ンス語を公用語とする国々）の文学状況に対して、一定の歴史的見取り図を与えることを試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
申請者はこれまで、都市文化とは異なる「もうひとつの現代性（モデルニテ）」として、地中海

を背景にした自然豊かな南部で育まれた文学や芸術を研究してきた。そして、そうした「モデル

ニテ」の再解釈を試みたこれまでの研究のなかで、かつてロラン・バルトが支持した前衛運動と

しての「ヌーヴォー・ロマン（新しい小説）」もまた、いわば「モデルニテ」の更新ないし再解

釈だったのではないかと考えるに至った。では、そうした革新的な「モデルニテ」の再解釈が終

わった後の現代文学、グローバリゼーションとソーシャル・メディアの発達を背景として、ます

ます多様化・複雑化する現代文学はどのような状況にあるのか。バルザック的な 19 世紀小説、

ジョイスやカフカらの 20 世紀モダニズム小説と対峙し「新しい小説」をそれぞれに目指した作

家たちの営みはしかし、その後、どのような帰結を迎えたのか。これらの問いが本研究の出発点

にある。ヌーヴォー・ロマン以降の文学状況にかんする研究は極めて数が少ないものの、フラン

スではブリュノ・ブランクマンやドミニク・ヴィアールら現代文学を専門とする研究者が近年発

言権を増しており、とりわけヴィアールが共著で 2005 年に刊行した『現在のフランス文学（La 

littérature francaise au présent）』は、現代文学の一大パノラマと言えるもので、本研究のひとつの

発想源である。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、ヌーヴォー・ロマン以後の、具体的には 1980 年代から現在までの文学を小説と詩を

中心に可能な限り網羅的にとりあげてマッピングを行い、現代フランス文学史を構築すること

を第一の目的とする。より具体的にはミニュイ社から 79 年に刊行されたジャン・エシュノーズ

のデビュー作『グリニッジ子午線』をひとつの指標とし、それ以降の文学史を組み立てる。また、

ヌーヴェル・クリティック以降の批評の流れを素描し、1980 年代以降の文芸批評史の構築も目

指す。この場合の歴史とは、単に年代順に作品や作家を並べることを意味しない。いくつかのテ

ーマや手法などによって分類しながら系譜や系統を構築していくと同時に、それ以前の作品と

の関連も検討し、戦後文学からの連続性や断絶などを明らかにしていく。こうした作業を通して、

徐々に現代文学の布置を明らかにしてゆく。 

 
 
３．研究の方法 
 

『フィガロ』、『リベラシオン』、『ル・モンド』などの大手新聞、『マガジン・リテレール』、『ヌ

ーヴェル・オプセルヴァトゥール』、『Europe』、『クリティック』などの文芸雑誌・書評誌を調査

し、80 年代から現代までの詩、小説、批評の状況を捉える。また、文学賞受賞作をはじめ、可能

なかぎり、現代の話題作、評価の高い作品を読み分析を行う。セルジー・ポントワーズ大学教授

で現代小説・批評を専門とするクロード・コストや、同じく現代小説・現代詩を専門とするパリ

第四大学教授クリスチアン・ドゥメなどに協力を仰ぎながら進めていく。とりわけ、フランス語

を母語としない、あるいは、フランス語以外の言語との間で執筆を行なっている「エキソフォニ

ー」の作家たちの作品、そして、旧植民地国の作家たちの作品を分析し、歴史的に位置づける。 

こうした調査・文献読解の作業と並行して、現代作家たちへ直接インタビューを行い、作家たち

の考えや影響関係、作品の傾向などをより詳細に紹介・分析する。 



 
 
４．研究成果 
 

コロナ禍のため、当初予定していた通りには海外出張あるいは海外からの招聘を実行すること

ができなかったものの、最終年度にまとまった期間、フランスならびにフランス語圏アフリカ諸

国（コンゴ共和国、セネガル、モロッコ）へ出張することができ、日本では知られていない作家

たちにインタビューを行うことができた。その成果は雑誌『現代詩手帖』にて「声を集めて」と

題する連載論考に発表している。そうしたフランス語圏の作家たちによる現代文学は、ヨーロッ

パ対アフリカ、あるいは旧宗主国対旧植民地という図式では捉えきれない（もちろんそれらは相

変わらず無視できない図式として残り続けており、絶対に無視できない）、グローバリズム時代

に特有のダイナミックをもっている。彼らの作品は、フランス文学から大きな影響を当然のごと

く受けていると同時に、それらをパロディのようにして使いながら、それぞれの地域の問題を非

常に現代的な視点から扱っている。たんなる土着主義・地域主義でも、たんなるヨーロッパへの

抵抗でもない、ハイブリッドで新しい作品が作られていることが理解できた。 

当初の目的であった現代フランス語圏文学史の構築というまでには至らなかったものの、1980

年代以降のフランス語圏文学史の大きな見取り図は得ることができた。ヌーヴォー・ロマン的な

前衛作品やヌーヴォー・クリティークの前衛理論からの継承、外国語としてのフランス語を駆使

しながら出身国の歴史や個人史を描くエクソフォニー（母国語の外にでた状態）の作家の作品群、

歴史をフィクション化することで読み替える新しい歴史小説（アフリカ諸国の作家たちによる

世界の勢力図を読み替える新しいポスト植民地主義文学も含む）、マイノリティであることの日

常を淡々と描く伝記的フィクション、などが大きな傾向として挙げられる。こうした見取り図の

もと、今後より精緻な現代フランス語圏文学史の構築をめざして研究を続けていきたい。 
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